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大学生の死生観形成について
一研究報告-
大学生の死生観形成について
-看護学生と他学部生との比較-
瀧川　薫　田中智美
滋賀医科大学医学部看護学科臨床看護学講座
要旨
看護系大学の学生は4年間の教育課程を経て、現実的な"里'や"死" t関わり、他者や自分自身の生死について深く考察する機会を与
えられる.そして、様々な紐験を通t:医療従事者として必要とされる肯定的な死生観を構築する..看護学生は、他の学部生の死生観より成
熟した考え方を有しているものと考えられ、双方の学生の死生観の差違と影響を与えた要因を操るべく諏査を実施した。その結果、学生の
死生観に影響を与える要因として家族構成・入院経験・瑚り体験が考えら*L、核家族世帯で育った学生の方が死を生への諦めや回避とみな
す傾向が認められ、入院経験や死別体験など自身の直紐的な経験は死への恐怖を減少させることが明らかとなったこまた、看辞学生は臨地
実習を通して、死は単に現世から逃れる術や生の諦めとして表現されるものではないということを理解していた.
キーワード:死生観看護学生,大学生　死に神する態度
はじめに
医療従事者は、常に人間の生と死を見つめながら、
自身に求められている職務を全うしなければならない一二,
看護学生が近い将来、患者やその家族に対してより良
い看護を提供するためには死-の苦痛や恐怖といった
感情に共感し、患者やその家族の思いを理解する姿勢
が求められる,‥- 「自分以外の人格をケアするには、一中
田紅その人の世界がその人にとってどのようなもので
あるか、その人は自分自身に関してどのような見方を
しているのかを、いわば、その人の目でもって見てと
ることができなければならない」と、ミルトン・メイ
ヤロフは「ケアの本質」で述べているl'.=患者理解を
深めてより良い医療を提供するには、死を客観的・肯
定的に捉えながら自らの死生観を構築していく過程は、
看護教育において非常に重要である.コ.
看護学生は生命の誕生から終結までを理解し、看護
職者としてケアができるようになるために多様な知識
や技術が必要である。大学で学ぶそれらは、青年期に
おける若者がそれまでの人生でおよそ関わったことの
ない経験ばかりであるo　そのような過程を経て、看護
学生は現実的な"生''や"死"を意識し、他者や自分
自身の生死について深く考察する機会を与えられる。
看護教育から得た知識や経験を通じて、死や病気、苦
しみは単なる否定的な感情で表現されるものではない
ことに気づき、医療従事者として必要とされる成熟し
た死生観を構築していくと思われる:)0
しかし現代社会においては、平均寿命の延長や障家
族化が進み、終末期を病院で過ごし病院で死を迎える
ことが多く、若者自身の直接体験として、死にまつわ
る経験の機会は少なくなっている。その一方で、様々
な形で死に関わるニュースはメディアを介して容易に
日常世界に運f卦Lてくる,=　ゲームの仮想世界では、自
身の死さえ体験できるという特殊な現代の状況下で、
若者は死についていずれは自身に起こりうる現象とし
て捉えることが困難となってきている.,このため、死
や生について考えさせられる経験のある看護学生と-
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般の大学の学部生との死生観にはなんらかの基童が認
められる可能性がある。そこで、看護学生の方がより
肯定的で成熟した死生観をもつものと考え、現代の大
学生の死生観形成に影響を与える要因と共に検討した。
研究方法
1.調査対象
近畿圏内の医学部看護学科の4回生・ 3回生・ 2回生
の女子学生を対象とし、比較対照者は死生観に関連し
た教科目が開講されていず調査協力の得られたR大学
理工系学部の4回生・ 3回生・ 2回生の女子学生に対し
て調査を実施した。いずれも編入学生は除外した。
2.調査方法
調査方法として、丹下による「青年期における死に
対する態度尺度」 …を採用し、臨地実習の経験以外に
個人の死生観に影響を与えると考えられる展性として、
既存の文献等を参考に、家族構成・死別体験の有無・
入院経験の有無などの項目を設定した質問用紙を作成
した上で、留め置き法により調査を実施したユ
死に対する態度尺度の得点は、 「死の恐怖」 「積極的受
容」 「中立的受容」 「回避的受容」の各下位尺度に含まれ
る質問項目に対し、 「そう思う」 ～ 「そう思わない」の
5段階リッカートスケールで回答してもらい、合計得
点を項目数で割ったものを下位尺度ごとの得点とした,=
高得点は、各下位尺度項目をより肯定することになる,=.
倫理的配慮として、調査用紙は無記名による記入で、
大学や学部名は匿名化し、データはコード化して個人
が特定されないよう配慮した=　また、調査への協力の
諾否は成績等に一切影響しないことを文書にて示し、
調査用紙の返却をもって研究への最終的な同意を得た
ものとした。。
3.仮説および明らかにしたい事象
看護学生は看護教育を通じて死について考える機会
を与えられることで自らの死生観を形成し、他学部生
より死に対して客観的で肯定的な意見をもつ=
4.用語の定義
死生観:死を通した生の見方をいい、死後や死者をど
のように捉えるかなど、死や生についての
人々の考え方や理解の仕方とする.:.
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5.分折方法
家族構成が死に対する態度に与える影響を明らかに
するため、グループを「親のみ」 「親と兄弟と暮らしてい
る」と答えた群と、 「祖父母も同居している」と答えた群
の二群に分け、クロス集計を行った上でカイ二乗検定
を実施したoまた、入院粗鉄の有無・死別体験の有無・
臨地実習経験の有無による二群間比較でも同様の分析
を行った.‥.分析に際しては、統計パッケージソフト
SPSS (versionl5. 0)を使用し、 「青年期における死に対す
る態度尺度」得点と各属性間での比較検討を試みた:.
結果
1.有効回答
研究協力に同意を得てそれぞれの学部に配布した調
査票各3∝)部に対して、回収数はいずれも130部
(43. 3%)で、看護学生は113名(86. 9Hl)、他学部生は112
名(86. 1%)の有効回答が得られた。
平均年齢は、看護学生21.2±1. 3歳、他学部生20. 1
±2. 8歳であった=
2.結果
看護学生と他学部生における「青年期における死に
対する態度尺度」の下位尺度の各得点を表1に示した,コ
①家舶載戒と死に対する態度
現在の家庭環境について、図1のように「一人暮らし
をしている」と答えた者は、看護学生は48.誠、他学部
生は63. 7%、 「友人又は恋人と暮らしている」と答えた
者は看護学生・他学部生ともに4%、 「実家で暮らして
いる」と回答した者は、看護学生は47. 7%、他学部生は
31. 2%であった。
また、実家の家族構成については、 「親のみ」と答え
た者は、看護学生は15.0%、他学部生は13.3%、 「親・
兄弟と暮らしている」と答えた者は、看護学生は44. 2%、
他学部生は49. 1%、 「祖父母も同居している」と答えた
者は、看護学生は26. 7%、他学部生は30. 9%であった:.
「親のみ」 「親と兄弟と暮らしている」と答えた群の方
が、回避的受容の得点が有意に高いことが示された
(x2(l)-5.081 p<0.05)ォ
②入院経験と死に対する態度
入院経験の有無については、衷2のように「有り」と
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答えた者が看護学生は39. 8臥他学部生は27, 6%であっ
た,=　また、刈完経験のある群の方が死の恐怖の得点が
有意に低いことが示された( x 2 ( l) -5. 700p<0. 05),;
麦l穏鞄と他牝の噂年期における死出ける鰍醜峨
:*aii
仏=癖　　rq耶一、‥~**　　iia^ ni*j-^" *-*-t　　催
雅組11= ll:鋤　　鵬n= 112)
平瑚直±D　平瑚亘!sD最小一最天　平瑚直±駈最小-最大
死の鮒　3.鵠±0.74　334±附7 1.57-5.00　3.胡士O.71 157-5.伽　0.084
舶蜘　2.41±0.70　且:Lg±0.74 1伽-1馳　且13±0.65 1脚-400　0.㈱
中立恨事　3.04±0.帥　且98±0.7 1.00-は　3.10±0.83　L恥-5.00　0.196
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如潮境
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③死別体験と死に対する態度
死別体験について、図2より「死別体験があり、臨終
の場面に立ち会った」と答えた者が、看護学生は15. 0%、
他学部生は16. 0%、 「死別体験はあるが、臨終の場面に
は立ち会っていないJと答えた者が、看護学生は73. 4%、
他学部生は64. 2%、 「死別体験はなt tJと答えた者が、
看護学生は11. 5%、他学部生は19. 6%であった,=.
近親者を亡くした経験のある学生と、そのような経
験のない学生を比較・検討したところ、二群間に有意
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差は認められなかったrJ次に、死を直接経験した者と
そうでない者の死に対する態度を比較するため、 「死別
体験があり、臨終の場面に立ち会った」と答えた群(35
渇:全体の15.6%)と、 「死別体験はあるが、臨終の場
面には立ち会っていない」 ・ 「死別体験はない」と答えた
秤(190名:全体の84. 4%)で比較した結果、 「死別体験
があり、臨終の場面に立ち会った」と答えた群の方が、
死の恐怖においての得点が有意に低いことが示された
U2(D-6.319　p<0.05)(
①臨地実習の経験による死生観の変化
臨地実習の経験による死生観の変化を明らかにする
ため、看護学生(339名)のみを対象とし、すべての実習
を終えている4回生(132名)を臨地実習経験のある群、
2 ・ 3回生(207名)を臨地実習経験のない群と考え、同
様の分析を実施した。。
その結果、臨地実習経験のある群の方が、回避的受
容において有意に得点が低いという結果が得られた
(x2(l)-7.755　p<0.05)。
図2学部別の瑚り体験の有無による比較
⑤死についての省察
死について、 「深く考えた事がある」と答えた者は
38. 7%、 「少しは考えた事がある」と答えた者は46. 2%、
「あまり考えた事がない」と答えた者は13. 8%、 「全く考
えた事がな叫と答えた者は1. 3%であった=.
死について考えることは精神発達上の一つの通過点
であり、看護学生89. 3%と他学部生80. 3%が「深く考
えたことがある」 「考えた事がある」と答えていること
から、大部分の学生が死について考えた経験のあるこ
とが明らかとなったl‥,
どのような時に死について考えるかという設問-の
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自由記載では78. 2%の学生から回答が得られ、最も多
かった回答は、身近な人物の死を経験した時であり、
次いでテレビで死傷者のニュースを見た時、気分が落
ち込んだ時などであった。看護学生の中にはrターミ
ナルの患者をみた時」や「実習中(病院)」 「死を目前に
した患者をみた日割　といった回答もみられた(図3)。
9死別体験
■落ち込んだ時
Dテレビ番組
口実背体験
●1人暮らし
ロその他
∴ Gcas
3ヽ」的　　10%
図3学生が死を考えるきっかけとなった事象
⑥在籍している学部間による比較
本調査では、学部間での比較の結果として、得点に
有意な差は認められなかった=.
考察
1.死生観に影響を与える要因
本調査で、グループ間の得点に有意に差が認められ
たのは、 「家族構成」 「入院経験」 「死別体験」の3つの
要因であった.コ
①　核家族で育った学生の死生観の特徴
家族構成においては、いわゆる核家族の世帯で成長
してきた学生の方が、そうでない群より回避的受容の
得点が有意に高く、死を生-の諦めや現世からの回避
として受容する傾向があることがわかった。これは、
核家族で育った学生は、一般的に自分より死に近く、
より成熟した死生観をもつとされる高齢者と日常的に
接する機会が少なく、高齢者と死について語り合う経
験もないため、死を遠い未知の出来事として埋恒化し、
現実の苦悩から回避する方法として捉える傾向がある
と考えられる。‥。青年期の始まりとともに繰り広げられ
るJL身の発達が様々な混乱や不択感を生じさせ、青年
は情緒的な不安定性や自己評価の動揺を体験するjI。
しかし、家族構成が青年期の若者の死生観の構造にど
のような影響を与えるかという先行研究はなく、他の
報告と比較できないため、今後とも検討が必要である.:.
②　死の恐怖を軽減する要因
入院経験と死別経験の有無では、共通して学生の死
の恐怖の箆点に差が認められ、入院や死別を実際に経
験した学生の得点の方が経験のない学生の群より有意
に低かったことから、このような経験を通して、学生
の死に対する恐怖は軽減する傾向にあるといえる。
丹下は青年期における死生観の展開に関する研究で、
「青年期にいるといえども自己の死がすぐにでも起こ
りうるのであるという事を実感させられるような経験
をすることによって死生観が影響を受ける」榊と指摘し
ており、入院の原因となった病気や事故といった体験
から直接的に自身の生命の危機を感じ、死について考
えていく過程で、死-の恐怖は次第に軽減していった
ものと考える。
また、死別体験については、近親者を亡くした経験
のある群とない群では得点の有意差は認められなかっ
たが、一方で近親者の死に行く過程に立ち会った経験
のある群とない群では有意差が認められたことから、
死-の恐怖が軽減するには死の過程に遭遇するという
経験が重要と考える。親しい人が生から死へと向う過
程を観察し、その死に対する悲嘆体験を積み重ねるこ
とで学習し、死への理解の程度が高まっていくとの指
摘もある了〉ことから、学生が死に遭遇し、未知の事象
であった死を理解するという経験は、死に対する恐怖
の軽減につながるものと考える.=
これらから、青年期の若者にとって死は未知の事象
であり、自分にとっては遠いところの存在と認識して
いた死を、自身の生命の危機や他者の死に遭遇するこ
とで身近な存在と感じることにより、徐々に死-の理
解が深まり、恐怖感は軽減されるものと考えられる.=
2.臨地実習で学生が学ぶこと
看護学生の得点分析から、臨地実習経験のある学生
の方が回避的受容の得点が低い傾向にあるという結果
が得られた。看護学生は臨地実習での患者とのかかわ
りの中で、死に対する恐怖は抱きつつも、死という事
象を否定的に捉えるのではなく、医療の現場に立っも
のとして"生''や"死''と向き合い、死は単に現世か
ら逃れる術や生の諦めとしてのみ表現されるものでは
ないということに気づいたためと考える.。
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しかし、本調査では看護学生と他学部生との死に対
する態度についての差異は認められなかったo　これは
看護教育を受けることで、人間の生命について考える
機会を与えられ、命の大切さを学ぶことはできてtl、
実際の死に遭遇する経験は皆無であるため、死につい
て客観的・肯定的に捉え、死生観を成熟させるという
段階まで達することが困難であったと考える.=
本調査でも、自身が直接死にかかわるような経験を
することは、死に対する恐怖の軽減につながるという
結果が出ているo Lかし医療従事者として大切なのは、
病人が死について語りたいというニードをもつ時、周
囲の者が自分自身の不安や恐怖のために、無意識のう
ちにそれを封じてはならないということであり削、看
護職者として医療の現場に立った時、自身の死への恐
怖から死に直面した患者の苦悩を共有できないといっ
たことのないよう、看護学生の死生観の成熟を促すた
めの教育内容や方法の改善・工夫が求められるゥ
3.青年期における死生観
死についての最初の関心は、学童前期での、生命が
終わるという不可逆的な現象を理解できないことに結
びつくとされる.っ　この時期は、ある時点で人が死んで
も次の瞬間には生き返ると考える.=学童中期になると、
死についてはかなり現実的な認識をもつことができる
ようになるが、死を自分や周囲の人と関連っけて考え
られない,コ青年期における個人的同一性を形成する過
程で、死ぬ運命・人生の意味・死後の生命の可能性に
ついて疑問をもつようになり、死についての見方も次
第に形成されはじめる.=
青年期には、自我や自己といった領域と死に対する
態度の発達は相互に影響を与え合いながら進行し、青
年期に死の主題を扱うことがその後の人生に対する基
盤を形成することにも関連する3)とされ、この時期に
おける直接的・間接的な死についての体験は、その後
の人生における死生観や自身の"生き方つこも影響を
及ぼす。,よって、看護学生に限定すると、この時期に
形づくられる死生観は、臨床での患者に対するケアの
態度にも大きく影響するため重要であるといえるG。
また死生観は、直面することを余儀なくされた``死"
の経験により受動的に形成されていくだけではなく、
能動的にその間題を自己の内部で扱い、吸収していこ
うとする過程によっても肯定的な死生観が形成され、
その過程は人生に対して積極的な姿勢をもつことにも
つながる6)。 "どのような体験をするが'という事実
よりも、その経験をした後に個人がどのような形でそ
の事実に対処していくか、どのようにその事実を受容
するかが重要である.〕したがって、死に対する学生の
死生観形成は、受動的な体験の結果によるというより、
受動的な体験を個人がどのように認識したかという結
果であり、そこでの教育的支援も必要不可欠と考える。
結語
看護学生と他学部生を対象に、これまでのどのよう
な経験が学生の死生観に影響を与え、それにより死に
対する態度はどう変化したかを検討し、また臨地実習
が看護学生の死生観にどのような影響を与えたかを検
討したところ、以下のような結論を得たC.
1.学生の死生観に影響を与える要因として、 ①家
族構成、 ②入院経験、 ③死別体験が考えられ、家族
構成について古瀬亥家族世帯で育った学生の方が死を
生-の諦めや現世からの回避としてみる傾向がある
ことが明らかになった=　また、入院経験や死別体験
などの自身の直接的な経験から生や死について考え
た学生は、死への恐怖が薄れるということも明らか
になったlコ
2.看護学科の中でも臨地実習を経験した学生の方が、
していない学生に比べて回避的受容の得点が有意に
低いという結果が得られ、学生が臨床実習において、
死は単に現世から逃れる術や生の諦めとしてのみ表
現されるものではないということを学んでいたo
看護学生と他学部生の死に対する態度尺度を用いた
調査結果として、その得点に有意差はみられなかった,I,
しかし、看護学生は他学部生と比較して、臨地実習を
経験することで死生観が形成されていた,〕 「看護学生は
大学生よりも肯定的な死生観をもっているものの、大
学生よりも死の不安が強い」写)という報告もあるため、
さらなる検討が必要であるl=l
liO-
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